
 

研究動向・成果 
 

 

人口減少・高齢化社会への対応と都市再生への
取り組みに関する韓国国土研究院との研究協力 
 
都市研究部     部長  金子 弘 

 都市計画研究室  室長  木内 望 

 都市施設研究室  室長  藤岡 啓太郎 

 都市防災研究室  室長  竹谷 修一 

 都市開発研究室  室長  勝又 済 
 

（キーワード）  人口減少、高齢化社会、都市再生、韓国 

 

１．はじめに 

 日本と韓国は、同じ東アジア圏に属する自由主義

国家として協調・競争関係にあるが、都市計画に関

しても首都圏への一極集中や少子高齢化と人口減少

といった共通の課題を抱えながら、土地利用計画制

度の統合化など韓国が先行したと考えられている取

り組みもある。そこで国総研は、平成24年11月に韓

国を代表する国土分野の国立研究機関である国土研

究院と研究協定を結び、研究協力を進めている。 

２．これまでの取り組み 

 両機関は当面、都市分野を中心に研究協力を進め

ることとし、以下のような取り組みを実施してきた。 

① 研究交流会議において両国の都市計画の課題や

都市再生等の取組の状況理解と討議（４回実施）。 

② 韓国の政府機能移転策として建設中の新行政都

市である世宗（セジョン）市の状況や、中央省庁

の移転に関する現地調査の実施。 

③ 土地適性評価等の特定の研究課題の実施に関す

る課題・内容等の研究情報の交換。 

３．地方都市の都市再生支援に関する取り組み 

 これまでの研究協力を通じて、近年の両国におけ

る都市政策の状況と課題に関する深い理解と、真の

研究協力の実施に欠かせない人的交流も進んだ。今

年度からは、「地方都市における都市再生支援」を

テーマとして、以下の活動を通じて、より深化した

共同研究への発展に向けて取り組んでいる。 

① 人口減少、高齢化と中心市街地の疲弊が進む地方

都市における都市再生への取組事例の共同調査

（日本：福井市・富山市、韓国：全州市・群山市）。 

 
写真１第１回研究交流会議（於国総研） 

写真２ 近代化遺産を活用した群山市の都市再生の共同調査 

② 国土研究院主催の国際セミナーで、我が国の人口

構造の変化が都市空間にもたらした影響と今後

の人口減少に向けた集約型都市形成への取組に

ついて講演し、関係各国の講師と意見交換。 

 こうした取り組みを経

て、人口減少・高齢化社

会の課題と都市再生への

取り組みに関しても、両

国の共通点（地元マネジ

メント組織の参画支援

等）と相違点（郊外の開

発と保全の状況等）が浮

き彫りとなりつつあり、

今後はこれらの点を深め

ていくこととしたい。 
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写真３ 人口減少と空間計画に

関する国際セミナーでの講演 
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１．はじめに 

集約型都市づくりを推進する中で、街なかや郊外

の跡地活用において、現場の地方公共団体が新形態

の生産・サービス活動の導入について迅速、的確に

評価、判断できるよう、予め想定される主要な外部

影響要素について評定技術の確立が求められている。 

そこで、外部影響要素のうち、ものづくり事業所

から発生する騒音に着目し、実際のものづくり事業

所の工場の発生騒音の調査の実施、およびまちなか

ものづくり事業所の製造機器から発せられる騒音に

対する屋外の任意の評価地点における騒音レベルを

算定するための計算シートを開発した。 

２．まちなかものづくり事業所の発生騒音調査 

まちなかものづくり事業所に在る製造用機器につ

いて、各種工程で用いられる汎用型・小型・低公害

型の代表的な機器の大きさ、生産力、発生騒音等に

ついて、カタログ、ヒアリング等によりリスト化・

分析を実施したが、発生騒音に関しては、必ずしも

具体的数値が明らかではなかった。 

 

写真 まちなかものづくり事業所における騒音調査

状況 

そこで、まちなかものづくり事業所の内、金属加

工工場、鋳物工場、印刷工場等において、作業中の

発生騒音の測定を実施した（写真）。 

３．まちなかものづくり事業所の発生騒音の外部影

響に関する予測計算ソフトの開発 

まちなかものづくり事業所の製造機器から発せら

れる騒音について、屋外の任意の評価地点における

騒音レベルを算定するため、Microsoft Excelベース

の計算シートを作成した（図）。 

条件は、建物配置、機器の音響パワーレベル、遮

音性能等とし、予測方法に用いる計算式は、「実務

的騒音対策指針（第２版）」（日本建築学会編、1994）

を参考とし、幾何音響学的手法を用いている。 
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図 開発中の計算シートの出力結果（イメージ） 

４．今後の予定 

計算シート妥当性の検討として、実測された発生

騒音と計算結果を比較し、計算条件の見直しを行う

予定である。また、騒音だけでなく危険物の安全貯

蔵や小型リサイクル産業等の出入り交通に関する評

定技術に関する検討についても実施する予定である。 
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